
173Ⅲ－２　平城京と寺院等の調査

１　はじめに

　当調査は、国土交通省による平城宮跡展示館建設予定
地の事前調査であり、2010年度から奈良文化財研究所が
継続して発掘調査をおこなっている。調査地は史跡平城
京朱雀大路跡に隣接する緑地公園として整備されていた
朱雀門南東の一帯で、平城京左京三条一坊一・二・八坪
にあたる。
　当研究所や奈良市により周辺の発掘調査がなされてお
りその結果、一坪では奈良時代前半に鉄鍛冶工房４棟と
それに関連する可能性がある建物数棟が存在したことが
わかっている。工房の廃絶後は、奈良時代前半のうちに
整地がなされ、整地後は顕著な建物群は建てられず、一
坪の周囲には築地塀などの遮蔽施設も認められていない
ことから、広場のような使用がなされたとされている。
　第515次調査は、北区・南区・東区の３カ所を対象と
した（図Ⅲ-53）。ここでは、各調査区ごとに報告し、第
522次調査を西区として報告する。ただし、第522次調査
による西区は調査終了後間もないため概要の報告に留
め、詳細は来年度の紀要で報告する。

２　北　　区

調査の概要

　北区では120㎡（南北10ｍ×東西12ｍ）の調査区を設定
した。調査は2013年５月16日に開始し、５月27日に終了
した。ただし、調査区の北端と西側では幅2.5ｍのボッ
クスカルバートの埋設により遺構面が大きく損なわれて
いた。そのため、調査区壁面の法面確保の必要性から、
ボックスカルバートの西側では遺構面にまで掘削を進め
ることができなかった。そのため実際の遺構検出面は攪
乱を受けていない東側の東西幅約6.0ｍほどである。

基本層序

　現地表土は奈良シルクロード博にともなって整備され
た造成土で、1.5ｍほど堆積する。その下に畑地耕作土や
水田耕作土が0.5ｍ、耕土床土が0.2ｍほど堆積する。床土
の下が奈良時代の遺構検出面である。遺構検出面は精良
な粘土をもちいた整地土と砂質土の地山層からなり、標

高は63.4ｍである。
検出遺構

　奈良時代の溝１条などを検出した。
南北溝SD₁₀₄₁₀　　調査区東端で検出した南北溝。遺構
検出面からの深さは0.2ｍ以上。現状で東西0.6ｍを検出
したが、東側は調査区外におよぶため幅は不明である。
北側は後世の土坑の堀込みにより破壊されており、失わ
れている。
その他の土坑　　調査区中央から北側で南北に並ぶ２基
の土坑を検出した。心々間は約3.0ｍ（10尺）であり、掘
立柱建物の柱穴となる可能性があるが、どちらの土坑も
柱の抜取痕は不明瞭である。また、北側の穴の掘方の深
さは検出面から0.3ｍと浅いなど、柱穴掘方としてはや
や判然としない部分もある。掘立柱建物の柱穴と考えた
場合、南側の土坑から東側と南側3.0ｍの位置には同様
の土坑がみられなかったため、西側に展開する可能性が
高い。

小　　結

　北区では奈良時代の整地土が良好に遺存しており、遺
構の検出標高はこれまでの西方での調査と同様であっ
た。一坪では西側から東側までかなり良好に奈良時代の
遺構面が遺存していることが判明した。なお、顕著な出
土遺物はみられなかった。

左京三条一坊一・二・八坪
の調査
－第515次・第522次

図Ⅲ︲₅₃　第₅₁₅・₅₂₂ 次調査区位置図　1：₄₀₀₀
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３　南　　区

調査の概要

　南区では144㎡（南北12ｍ×東西12ｍ）の調査区を設定
した。調査は2013年５月20日に開始し、５月31日に終了
した。

基本層序

　基本層序は北区と同様である。ただし、部分的に耕土
床土が0.5ｍほどと北区と比べて厚く堆積しているとこ
ろがある。遺構検出面は精良な粘土をもちいた整地土か
らなり、標高は63.0ｍである。

検出遺構

　三条条間北小路とその南側溝、古墳の周濠を検出した
（図Ⅲ-54）。
三条条間北小路SF₉₆₇₀・南側溝SD₉₆₇₂　　調査区中央部
から北側にかけて検出した。これまでにも奈良市による
調査や第478・495次調査などでも検出されている。三条
条間北小路SF9670は南北約2.1ｍを検出したが北側は調
査区外のため幅は不明。南側溝SD9672の検出面での幅
は南北約2.2ｍで、第495次調査の東側で検出したSD9672
の幅は約0.9ｍであったことから、かなり幅が広い。な

お、調査区西端でも連続するとみられる溝を検出してい
るが、検出した標高は62.4ｍと低い。検出範囲が狭いた
め確定はできないが、上層埋土は精良で、整地土の可能
性もあり、整地土に先立つ別個の溝の可能性もある。ま
た、後述するSD10415に連続する可能性もある。
　なお、南側溝SD9672の南肩から１ｍと３ｍ南で一辺
0.5～0.7ｍの土坑を検出している。第495次調査では二坪
北辺の築地塀想定位置で、築地塀にともなう足場穴や添
柱穴の可能性がある小穴列SX10080とSX10085を検出し
ており、距離は離れているものの同様の性格のものの可
能性がある。
古墳SZ₁₀₄₁₅・周濠SD₁₀₄₁₆　　調査区西部で検出した、
古墳時代後期前半の円墳とその周濠。古墳SZ10415の墳
丘本体は失われており、周濠SD10416のみが遺存する。
周濠SD10416は東肩が円弧状をなすが、西肩はボックス
カルバートに破壊されており幅は不明である。北側は三
条条間北小路南側溝によって破壊されており、埋土から
埴輪が大量に出土した。検出範囲が限られるため確定は
できないが、周濠の外周は10ｍ程度に復元できる。
 （川畑　純）

図Ⅲ︲₅₄　第₅₁₅次調査北区（左）・南区（右）遺構平面図　1：₂₀₀
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出土遺物

土器・埴輪　　第515次調査南区では、整理用コンテナ計
10箱分の土器が出土した。内訳は、土師器、須恵器、埴
輪などからなるが、埴輪が大半を占める。そのうち、古
墳周濠SD10416出土の須恵器と埴輪について報告する。
　SD10416出土品の多くは円筒埴輪だが、石見型埴輪な
どの器財埴輪片とみられる破片も数点確認した。ここで
は、形態や製作技術など製作時期を考える上で重要な属
性が良好に把握できる円筒埴輪３点分を図化した（図Ⅲ

-55-１～３）。さらに共伴した須恵器杯H１点についても
あわせて図化した（図Ⅲ-55-４）。
　１は、口縁部からその下の突帯周辺まで残る破片で、
復元口径28.6㎝、残存高18㎝、器壁の厚さ８㎜前後をは
かる。円形透孔を有するが、各段の透孔の数や配列は不
明。窖窯焼成と考えられ、外面は青灰色を呈し、硬く焼
き締まる。外面全体に右下から左上方向のタテハケ調整
をおこない、その後突帯を貼り付ける。ハケメ１単位の
幅は２㎝前後。突帯は、連続ナデによって貼り付ける。
内面は、右下から左上方向に指ナデ調整するが、口縁部
から2.5㎝前後下った部分に棒状の物体によるとみられ
る圧痕が確認できる。圧痕は、ほぼ同じ高さで２～４㎝
間隔で計６ヵ所確認できた。これらの圧痕は、内面を全
周していた可能性があり、圧痕が付く方向が指ナデの方
向とほぼ合致するため、指ナデにともなう道具が当たっ
たのかもしれない。また、指ナデ痕の後に圧痕が付くた
め、あるいは埴輪の乾燥にともなう何かしらの道具の付
着痕の可能性も否定できないが、いずれにせよ推測の域
を出るものではない。
　２は、残存部最大径26.2㎝、残存高18.2㎝の個体。窖
窯での焼成とみられ、内外面とも灰色を呈し、須恵質で
焼き締まっている。胎土には径１㎝前後の大粒の石英粒
を含む。円形透孔を有し、穿孔方向は逆時計回りである。
外面は、右下から左上方向にタテハケ調整をおこない、
ハケ調整後に突帯を付す。ハケ目１単位あたりの幅は1.8
㎝前後。突帯は、断続ナデによって貼り付けられ、上部
に爪の擦痕を残す。断続ナデは、貼り付け後横ナデに
よって突帯を調整する断続ナデＡ。推定できる突帯間の
距離は、上の段で約10㎝、下の段で約12㎝と一定しない。
内面は、右下から左上へ向けて指ナデするが、あまり丁
寧な仕上げではなく、一部に粘土紐巻き上げ痕を残す。 図Ⅲ︲₅₅　SD₁₀₄₁₆出土埴輪・土器　１：４
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　３は、残存部最大径20.2㎝、残存高20㎝をはかる個体。
１・２と同じく窖窯焼成と推定されるが、全体が黄褐色
を呈し、焼成もよくない。胎土は、２と同じく径１㎝前
後の石英粒を含む。１・２と同じく外面は右下から左上
方向にタテハケ調整をおこない、ハケ調整後に突帯を貼
り付ける。ハケ目１単位の幅は最大2.3㎝。突帯の貼り
付けと調整は、２と同じく断続ナデＡであり、突帯上部
に爪の擦痕を残す。
　４は、須恵器杯Ｈの身。復元口径13.8㎝、最大径16.0㎝、
残存高2.9㎝。青灰色で、焼成良好。口縁部の立ち上が
り角度や高さなどの特徴から、本個体は陶邑田辺編年の
MT15～ TK10型式の所産と考えられる。
　SD10416出土円筒埴輪は、製作技法の特徴から川西宏
幸のいうⅤ期、すなわち６世紀前半頃に位置づけられ
る １）。またこれら円筒埴輪は、突帯により区画された各段
間の長さが一定するといった規格性をそなえるなどのⅣ
期以前の要素が消失している。また、出土遺物は一括性
が高く、４の須恵器からみた年代観と、円筒埴輪から導
出した年代観とは、いずれも整合的である。 （青木　敬）

小　　結

　南区では三条条間北小路SF9670とその南側溝SD9672
を確認した。ただし調査区の西端では想定される位置で
東西溝を確認したものの、検出面は整地土の下の可能性
があり、これまでの調査での検出状況とは異なる。今後
の調査による検討が必要である。また、周濠のみの遺存
ではあったが古墳を１基検出した。出土した埴輪や土器
から古墳時代後期前半の円墳とみられる。周濠の埋土は
埴輪を含む土で一度に埋められたとみられ、間層がみら
れず南側溝SD9672が切り込んでいることから、平城京
の条坊設定と整地にともなって古墳は削平され、その埋
土で周濠が埋め立てられたと考えられる。  （川畑）

４　東　　区

調査の概要

　東区では450㎡（南北75ｍ×東西６ｍ、18㎡は502次南区と

重複）の調査区を設定した。調査は2013年11月５日に開
始し、11月29日に終了した。

基本層序

　上から、旧建物の建設にともなって入れられた地盤改
良剤による硬化土（厚さ約50～60㎝）、旧北新大池の堆積 図Ⅲ︲₅₆　第₅₁₅次調査東区遺構平面図　1：₄₀₀
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図Ⅲ︲₅₇　SD₁₀₄₂₀・₁₀₄₂₁ 遺構平面図・土層図　1：₈₀

図Ⅲ︲₅₈　SD₁₀₄₂₀出土土器　１：４
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土（約10～15㎝）、灰色砂層（約10～30㎝）が堆積し、標高
61.0～61.4ｍで地山である灰色細砂層、黒褐色粘質土層
に達する。遺構検出面の標高は61.0～61.5ｍである。

検出遺構

　弥生時代の溝２条、時期不明の流路２条を検出した。
東西溝SD₁₀₄₂₀　　調査区南側で検出した弧状に曲がる
東西溝。幅約2.3～2.5ｍ、深さ約0.7～0.9ｍ。溝底の標高
は60.6ｍ。埋土は３層に分かれ、上から黒色粘質土層（厚

さ約0.4ｍ）、灰色細砂層（約0.1～0.3ｍ）、黒色粗砂層（約0.2ｍ）

が堆積する。黒色粘質土層は、溝が埋没する過程で再度
溝状に掘り込んでおり、弥生土器や種子を含む有機質遺
物が多く出土した。
東西溝SD₁₀₄₂₁　　調査区南側で検出した弧状に曲がる
東西溝。SD10420から約0.8ｍ隔てた南方に位置し、同
じく弧状に曲がる。幅約1.5～2.2ｍ、深さ約0.3～0.5ｍ。
溝底の標高は60.8ｍ。埋土は２層に分かれ、上から黒色
粘質土層（約0.2ｍ）、灰色粗砂層（約0.2ｍ）が堆積する。
SD10420と同時期の弥生土器が少量出土した。
流路NR₁₀₄₂₂　　調査区中央で検出した時期不明の流
路。幅約2.6～3.0ｍで深さ0.4ｍ。自然木１点が出土した。
流路NR₁₀₄₂₃　　調査区北側で検出した時期不明の流
路。幅約８ｍで、標高63.3ｍまで掘削したが、湧水が激
しく、底面は確認できなかった。自然木３点が出土した。

出土遺物

土　器　　東西溝SD10420・SD10421から整理用コンテ
ナ５箱分の弥生土器が出土した。特にSD10420黒色粘質
土層から多く出土した（図Ⅲ-58-6）。両溝ともに弥生土
器Ⅴ様式の特徴を示す。  （小田裕樹）

植物種実　　東西溝SD10420、SD10421からは、植物種
実が多量に出土した。そのため、２㎜目と１㎜目の篩を
用いてこれらを採取した。計数は終了していないので、
概要を述べる。両溝ともにモモ核、メロン仲間、ブドウ
属、キイチゴ属、クヌギやアラカシなどのコナラ属（幼果、

殻斗含む）、タデ科などが検出された。前の４つのように
食用のものと、後２者のように自然に混入したと考えら
れるものがある。特にメロン仲間、ブドウ属、コナラ属、
タデ科は３層に分かれた各層で認められる。SD10420で
は、３層のうち黒色粘質土層からのみ、炭化コメ、ヒョ
ウタンが出土している。  （芝康次郎）

小　　結

　本調査で検出した弥生時代後期の遺構は周辺に当該期
の集落が分布していたことを示す点で重要である。な
お、平城京左京三条一坊八坪に関わる古代の遺構は後世
の削平により確認できなかった。  （小田）

５　西　　区

調査の概要

　西区では1,953㎡（南北93ｍ×東西21ｍ）の調査区を設定
した。調査は2013年12月16日に開始し、2014年３月28日
に終了した。調査区の位置は、第478次調査の東側で、
第515次北区と南区の間にあたる。詳細な報告は来年度
におこなう。

６　ま と め

　今回の調査では、北区では奈良時代の整地土を確認
し、南区ではこれまでにも検出されていた三条条間北小
路SF9670とその南側溝SD9672の延長部分を検出するな
ど、北区と南区では奈良時代の遺構面が比較的良好に遺
存していることが判明した。東区では奈良時代の遺構面
は完全に失われていたものの、弥生時代の溝を検出し、
南区で検出した古墳とともに、平城京造営以前の土地利
用の一端が明らかとなったといえる。
　北区では詳細は不明ながら南北に軸を揃える土坑を検
出しており、西側へ展開する建物の柱穴となる可能性が
高い。一方、南区では整地土の下で溝が確認されるなど、
これまでの調査とは異なる知見も得られている。これら
については、来年度報告する西区の状況の精査とあわせ
て検討を進めていく必要がある。  （小田・川畑）

註
１） 川西宏幸「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』64-2、1978。


